
千葉県立流山南高等学校 

   ―いつでも誰でも利用できる図書館であるために― 

 
１  学校の紹介 

（１）概要 

本校は昭和５８（１９８３）年４月、地域のニーズにより流山の中心地に１０学級の大

規模校としてスタートした。人口の減少に伴い１学年４学級の時期を経て、現在は１学年

８学級の規模となっている。平成５（１９９３）年に「スポーツ健康コース」を設置、４

つあったコースは、平成１５年度入学生から「教養コース」と「スポーツ健康コース」に

改編された。「教養コース」は 2 年次のクラス編成において芸術類型（1 クラス）・理類型（1
クラス）・文類型（5 クラス）にわかれる。 
校舎は最寄り駅から徒歩６分の場所にあり、周囲にはホームセンター、大型スーパー、

電器店などがあるが静かで落ち着いた環境である。教育活動を行ううえで好立地にあると

言える。 
 
（２）教育目標 

本校の校訓は「考燃而飛」（考え燃え而して飛ぶ）、「物事をよく考え、情熱を燃やし、そ

して、より高く飛躍しよう」という願いが込められている。 
学校教育目標 
  １ 自ら学ぶ意欲と主体的に生きる力を養い、心身ともに健康で、心豊かな人間の育成 
  ２ 責任と義務を果たし、礼儀正しく謙虚・誠実な社会に貢献できる人間の育成 
教育方針 
本校の教育は人格の完成を目指し、 
１ 知を愛し求道心に燃える青年を育成する。 
２ 徳をたっとび自他を敬愛する青年を育成する。 
３ 心身を鍛錬し喜びの発見に努力する青年を育成する。 
４ 国際的視野を養い、師弟の和熟を実現する学園の樹立を期す。   

 
（３）読書活動に関する目標 

 内規及び生徒手帳に下記のように定め、学校図書館教育に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

本校図書館は、利用者にいつでも知りたい情報や読みたい本を迅速に提供でき

るよう、次の各項を活動の目的とし学校図書館教育を行います。 

① 生徒および教職員の「知る自由」と「学ぶ権利」を保障します。 

② 本校の教育課程の展開に寄与し、教育活動を支援します。また、生徒に豊

かな読書環境を保障します。 

③ 生徒自らが情報を収集し活用できるよう、環境を整備します。 



２  自校の図書館の現状 

 本校図書館は、教室棟と特別棟をつなぐ２階廊下に面した位置にあり、生徒が利用しや

すい環境にある。授業での利用が多いため、２つの授業の調べ学習が同時に展開できるよ

う座席は１００席確保しているが、資料を広げレポートを作成するためには２クラス８０

人の利用でも難しいと考えている。同時間帯に利用が重なる場合は授業担当者と相談し、

1.5 クラス程度の利用になるよう調整して使用してもらっている。 
 

３  図書館運営 

（１）校内組織 

 教務部の中に図書係として、図書館運営に専任で携わる者（以後、「司書」と表記）と司

書教諭の２名、他に図書委員会顧問（他分掌）として１名、計３名で運営している。司書

室常駐者は司書のみで、司書教諭との連絡・調整がスムーズに行えない場合もある。 
 
（２）図書館のレイアウトの工夫 ―奥に進んでみたくなる図書館を目指して― 

今年度、図書館のレイアウトを大きく変更した。入り口近くに置かれた２ｍ近い新聞の

書架（過去の新聞がストックしてあった）を書庫に移動し、入り口から閲覧室の奥が見通

せるようにした。入り口付近に新着本や特設コーナーを設け、生徒が足をとめて本を手に

できるようにした。さらに閲覧室中央に雑誌棚を置き、入り口からでも目に入るようにし

た。机・椅子のレイアウトは２クラス同時に使用することを考慮し、住み分けが可能な配

置にした。同時に、生徒個々人がリラックスして利用できるよう、画一的な配置にならな

いよう考慮した。また、人と接するのが苦手な生徒でも閲覧室の奥に進んでいけるよう、

動線を考えレイアウトした。さらに、机はなるべくひとつずつ離して配置し、空席ができ

ないようにすることも心がけている。（机をくっつけてしまうと、隣り合わせた席が空席に

なってしまう場合が多い） 

 
（３）生徒や教職員に対する利用案内 

 ①生徒への利用案内 
毎年、新入生オリエンテーションの期間に一クラス３０分程度もらい、利用案内を実施

している。入学したばかりの生徒にはまず、図書館に足を運んでもらう事を第一に考え実

施している。 
人気のある本や雑誌の紹介と利用方法の説明    １５分 
新入生に贈る言葉（話題になった人の言葉を配布）  ５分 資料「新入生に贈る言葉」 
閲覧室を自由に見学（貸出可）          １０分 



 ②教職員への利用案内 
 4 月の職員会議で図書館の役割、本校の図書館が目指していること、授業等に対して行え

る支援について説明し利用の促進を図っている。  
  資料「いつでもだれでも利用できる図書館であるために」 

「授業等での図書館の利用について」 
③図書委員会活動 
図書委員は利用者であると同時に学校図書館運営のスタッフであると考えている。図書

委員が読みたい本があり、また楽しい場所であると感じているかどうかが、利用状況に大

きく影響するものと考える。日常の活動や文化祭など校内の活動だけでなく、校外での活

動をとおして図書委員会活動を活性化したいと考え、以下の取り組みを行った。 
 a 日版での書籍の購入 
 毎年、夏休みの一日を使い、希望する図書委員とともに日版で書籍を購入。購入する本

の条件は特に設けず、「自分が読みたい本」を選ぶように指示する。「図書館に入れるのに

ふさわしい本」などと規制してしまうと、生徒は選書できなくなってしまう傾向がある。「自

分が読みたい本」と言っても、生徒は自然と自主規制しているようで、購入に悩むことは

今までほとんどない。生徒が選んだ本は他の生徒にもよく読まれており、同世代の生徒が

選書することの意義を強く感じている。 
ｂ 国立国会図書館の見学 
 国会図書館は基本的に１８歳未満の利用はできない。高校生の利用は図書委員としての

見学など一部の場合だけである。国立国会図書館の歴史やあり方を学び、蔵書や建物の構

造、図書館員の仕事を見学した。参加にした生徒にはとても好評で、来年度も実施を望む

声が多かった。 
 
（４）読書推進活動の取り組み ―掲示・展示の工夫― 

どんな本が入ったかが一目でわかるように、図書館前と生徒昇降口前の廊下に新着本の

表紙のカラーコピーと「としょかん通信」（司書が発行）と「ライブラリーニュース」（図

書委員が発行）を掲示した。また、図書委員おすすめのブックリスト、出版社のブックリ

ストも 2 か所におき、自由に手に取れるようにした。さらに、図書館入り口近くに「特設

コーナー」を設置し、映画やドラマの原作本、話題になった出来事などを定期的に入れ替

え展示している。 
 資料「としょかん通信 第２号」「としょかん通信 第４号」 
 
（５）学習等に関する支援 

 ①教科との連携―調べ学習の支援― 
年間の図書館利用時間は、毎年２００時間を超えている。複数の教科から同時期に資料

を依頼されることもある。本校蔵書で不足する場合は、県立図書館・流山市立図書館・近

隣の高校から借り受け提供している。同時期に２００冊近くの本を借り受けたこともあっ

た。今年度も地理・芸術・家庭科を中心に多くの教科で利用された。 
授業担当者が望む資料、生徒が利用しやすい資料を提供することは連携の基本であるが、

それだけでなく、利用する生徒の 1．5倍の冊数を準備できるよう心がけて取り組んでいる。



資料が少ないと生徒は情報を選択することができない。残った資料を使い不本意な状況で

レポートに取り組むことになってしまう。それは授業の展開にも影響を及ぼすことになる。

そのような状況を少しでも減らし、積極的に課題に取り組めるようにしたいと考えている。 
 《図書館の利用時間》 ＊平成 28 年 1 月 25 日現在 
 
 
 
②公共図書館・近隣高校との連携 
 県立西部図書館の協力を得て相互貸借を行っている。本校には毎週水曜日に県立西部図

書館の巡回車がきて、通い箱の受け取り・受け渡しを行っている。また、司書有志で構成

している「本貸してネット」で調べ学習のテーマや借りたい資料をメールで依頼し、相互

貸借の取り組みを続けている。同じ内容で複数冊必要な場合にはとても有効な方法である。

配送は県立西部図書館の巡回車を利用させてもらっている。授業担当者が行いたい授業を

可能にするためには、本校の蔵書だけでは足りない場合が多く、他館・他校との協力は欠

かせない。 
 《図書館を利用した授業・使用した資料》 ＊平成 28 年 1 月 25 日現在 

 
 
 

 

 

 

実施月 教科・科目 課題・テーマ 用意した資料 借り受けた本

芸術（美術） 寄木細工風の壁掛け時計の制作 寄木細工の作品集、幾何学模様の本、和を中心とした文様集 31冊

芸術（美術） 飾り扇子の制作
日本画や絵巻に出てくるような絵（牛車・竹林や虎・蝶・十二単
衣など）

46冊

英語 英語で日本を紹介する 日本の文化・歴史など日本に関する本（自校蔵書で対応） 0冊

理科 各自課題を見つけ研究 実験の動機づけになる本 37冊

理科 紙飛行機の滞空時間・距離を競う 良く飛ぶ紙飛行機の作り方がわかる本 11冊

芸術（美術） 色面構成の学習 都会の建物（ビル）や日本家屋など、面割しやすい写真集 57冊

6月 体育 スポーツの歴史について調べる スポーツの発生、歴史がわかる本 73冊

家庭科 刺し子の布巾を作成 刺し子の作品集、デザインの参考にできる本 24冊

家庭科
①絵本を5冊読みレポート
②保育園児に読み聞かせをする

保育園児の年齢を中心に、幅広い絵本を用意 141冊

家庭科 園児のお弁当をつくる 時短、手間のかからないおべんとうのレシピ集（キャラ弁は除く） 62冊

芸術(書道）
自分の好きな言葉・文字を選び色
紙に書く

マンガ・物語の中の名言、詩などの本を使用（自校蔵書で対応） 0冊

芸術（工芸） 木彫の壁掛け飾りの制作 花や葉・木の実などアップで写っている図鑑・写真集 84冊

芸術（工芸） 螺鈿の小箱の制作 日本画集や日本伝統文様集 39冊

数学 数学に関する本を読みまとめる 数学・数学者に関する本（自校蔵書で対応） 0冊

地理 自分の好きな国について調べる 世界の国々に関する本、旅行ガイドブック 145冊

音楽 音楽に関する知識を深める 音楽に関する本（自校蔵書で対応） 0冊

家庭科
①世界の料理について調べる
②朝食メニューを考え調理実習

世界の朝食・料理に関する本、朝食のレシピ本 66冊

芸術（美術） 革の財布（カービング技法）制作 革工芸の技法の本、デザインの参考にできる文様集・絵画集 57冊

873冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計
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学校別に梱包作業中 



４  成果と課題 

【図書館としての取り組み】 
 今年度は、図書委員会活動の活性化、教科との連携を中心に学校図書館運営を行い、「と

しょかん通信」や新着図書の案内を昇降口近くに掲示し、読書意欲の喚起に取り組んでき

た。掲示を見て本を借りに来る生徒も増えている。閲覧室を生徒の動線を考慮したレイア

ウトに変更したことで、展示コーナーなど、本の情報を生徒が目にする機会が増えた。立

ち止まって見ている生徒も多かった。読書活動を推進するためには、さらに能動的な働き

かけが必要である。 
 
【司書教諭としての総括】 

本校は教務部の中に図書係として位置づけられており、教務部の仕事に時間の多くを取

られてしまうため、司書教諭としての役割が十分に果たせていない。図書館活用の充実を

図るためには、図書係の増員や司書室に常駐できる教員を増やすなどの措置が必要である。

また、司書教諭に対して、授業の軽減などの措置もあるとありがたい。 

 今年度も地理や家庭科、芸術等の教科で図書館を活用した授業が行なわれた。さらに教

科の利用を促すためには、まず司書教諭が図書館を活用した授業を実際に展開し、教員に

こんな授業もできるという情報提供をしていく必要がある。今後、幅広く図書館を利用し

てもらえるよう今年度の反省を生かし、教職員に働きかけていきたい。 

 また、学年との連携も進めていきたいと考えている。来年度から学年の中に図書係を設

置し、図書館（資料）を使った修学旅行の事前学習等を検討していきたい。学年の図書係

を通じて学校行事や進路学習等で図書館の利用を働きかけ、教科以外でも図書館との連携

を充実させていきたい。 

授業で使用する資料の選定等は本の専門家である司書と授業担当者が直接連絡を取り合

う体制を作ることが望ましいと考える。司書教諭は、学校行事や進路学習など図書館利用

の推進と学校全体への働きかけ、連絡調整を図るコーディネーターの役割を果たす必要が

あると考える。 

 
【専任で学校図書館運営に携わる者（司書）としての総括】 
 司書教諭と司書の連携は司書が専任か否かで大きく異なる。高校のように「学校司書」

の制度はないが、「実習助手」の立場で、正規の職員として専任で図書館に携わっている人

がいる場合は、その人（司書）が学校図書館運営の中心となっている場合が多い。しかし、

専任の司書がいたとしても、一人では十分に行うことは不可能である。法制化された「学

校司書」は教育的分野にも関わることが期待されている。探求型学習を行う場合は TT で関

わる場合が多く、継続的な図書館運営を行うためには正規職員で配置されることが望まし

い。また、授業及び委員会指導等においても直接生徒に関わっており、時にはカウンセラ

ー的な役割を果たすこともあるため、教育職で配置することが望ましいと考える。 
 授業担当者との打ち合わせは、各図書館に資料の依頼をする司書が中心となって行った

方がスムーズに行えると思われる。授業の展開や揃えてほしい資料など、授業担当者の考

えが第三者を介することによってうまく伝わらないことが多々あるからである。   
学生時代に探求型学習を経験している教員は少ない。どのように図書館を使えばいいの



かわからないという教員も多い。学習指導要領にはどの教科にも学校図書館の利用が求め

られており、アクティブ・ラーニングが推進される中で学校図書館の果たすべき役割はと

ても大きい。司書教諭が積極的に関わり助言することで、教員の意識は変わってくる。司

書教諭は探究型学習や読書教育を推進する立場で、実践者及びコーディネーターとして関

わってほしいと思う。一人でも多くの教員が授業で図書館を使用できるようになってほし

いと願う。 
 学校図書館は、読書センター・学習センター・情報センターとしての役割を担う。教科

の連携など、サポート的な立場で関わることが多いが、利用案内・指導だけでなく、あふ

れる情報をどのように収集し、読み解き、表現すればいいのか、リテラシー教育にも積極

的に関わっていく必要がある。さらに、これからはシチズンシップ教育に学校図書館はど

のように関わっていけるのか、その取り組みについても考えていきたい。学校図書館が持

つ教育力をあらためて追求し、司書教諭・授業担当者とともに「学校図書館教育」を推進

していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



実践報告１ 美術 

芸術類型クラスは 2 年次 6 単位、3 年次 4 単位の芸術の授業がある。美術・工芸の担当教

員は３人おり、年間をとおして資料の依頼がある。 
【図書館の取り組み】 

 [依頼例] 革のベルトの制作…文様集など、デザインの参考になる本を使用したい 
      扇子・螺鈿の小箱の制作…日本画集や和の文様集の本を使用したい 
      グラスリッツェンの制作…日本画及び世界遺産の本を使用したい 
授業担当者が生徒に求めるもの、デザインの方向性が決まっている場合は、単に画集や

文様集を用意しただけでは要望に応えることは出来ない。資料を他館に依頼する図書館側

の担当者（主に司書）が授業担当者の思いと求めることをイメージできた時に初めて、充

実した資料提供ができると言える。授業担当者との綿密な打ち合わせはどの教科にとって

も不可決であるが、さらに、生徒に求めることを授業担当者と共有することが大事である。 
 
【授業担当者の思い―授業で図書館を使う意義―】  
 美術の授業では、自分自身の想いや心に描いたもの・イメージしたものを造形的に表現

する。そのため、観賞する力や観察する力、イメージする発想力を育て、自分の構想した

ものを自分の思い通りに表現することが求められる。そのため、作品制作に取り組むにあ

たり、多くの画集や美術書、また関連した資料本を活用することで、芸術的アプローチを

広くし、一人ひとりの持つ感性を磨き、より良い作品制作に導いていきたいと考えている。

そのため図書館を利用した授業展開を計画した。 
美術の授業では、特に発想を必要とする作品制作などでは、アイデアが浮かばない生徒

も少なくない。また生徒が教科書に載っている作品以外の作家の作品に触れる機会も乏し

い。図書館を利用し、多くの芸術作品や関連本に触れ、美的対象と出会うことは、美術に

対する興味関心を高め、新たな発見や自分の世界観を思い描くことに繋がると考えている。

実際に図書館において生徒は多くの作品と出会い、そこから得られた刺激から自分の世界

を表現し、作品に活かすことがスムーズにでき、概ね良い結果を生み出している。生徒に

自分自身しか表現できない作品を追及させ、喜びと自信を持たせるための方法として、図

書館を利用した授業展開は効果的であると思う。 
 図書館を利用するにあたり、司書の支援・協力によって、常に要望以上の的確な画集や

美術書、関連資料を準備していただき、授業は円滑に充実したものとなった。あらためて、

本校の図書館の充実と司書の支援・協力の重要性を実感した。 

寄木細工風壁掛け時計 螺鈿の小箱 



実践報告２ 地理    資料 「学習指導案」「本のしくみを学ぼう」 
【図書館の取り組み】 

図書館利用期間 1月13日（水）～1月21日（木） 4クラス×4時間 

 授業担当者からは12月中旬に連絡をいただき、利用する期間、人数、生徒に求めること

（何を調べさせるのかなど）、どんな資料が必要かを聞き資料を揃えた。1月に調べ学習

が入ることは年度当初にわかっていたため、本校の蔵書構成を見直し『地球の歩き方』（

ダイヤモンド社）『エリア・スタディーズ』シリーズ（明石書店）を中心に約80冊購入。

その他に県立図書館より「高等学校・特別支援学校用セット」から「異文化理解」のセッ

トを4セット（それぞれ違うテーマ）借り受けた。 

 準備した資料は200冊を超え、資料の少ない国で2冊、多い国で6冊は準備できた。しか

し調べる国が同じクラスで３～4人いた場合違う国に変えざるを得ないケースがあった。

これは生徒の調べたい気持ちに影響し、レポートの出来にもつながることになるので、授

業担当者・図書館側ともに、生徒の希望を事前に把握しておく必要がある。 

 図書館での最初の授業で、初めの15分を図書館の利用指導にあてさせてもらった。分類

について、本の探し方、調べ方などを中心に話をした。 

 

【授業担当者の感想】 

社会科の授業は全般的に説明することが大変多く、講義調の一斉授業になりがちである。

新しい学習指導要領では、思考力，判断力，表現力等をはぐくむとともに、主体的に学習

に取り組む態度を養うため、言語活動を充実することとしている。高等学校において取り

上げる言語活動として、他国の歴史・文化・社会などについて調べるとある。そこで、図

書館を利用した調べ学習を計画し、授業の改善をはかろうと考えた。 

 １年生の地理Ａの授業では、２学期後半から「世界の諸地域の生活・文化」という地誌

の単元に入り、３学期にまとめとして世界の国々についてのレポートを調べ学習に充てよ

うと計画した。今回たまたま図書館を利用した授業についての視察を依頼されたが、参考

図書や資料の準備から日本十進分類法の説明など、司書の飯島先生に協力してもらい授業

を行うことができた。生徒の反応は、自分の好きな国について時間をかけてゆっくりと調

べることができて、興味関心を深めることができた。また、自分でレイアウトを決めて自

由に作業することができたこと自体楽しかったと、概ね良好的な意見が多かった。 

授業後の研究協議では、大学の先生からは、図書館を利用して授業を行う上での準備の

仕方や工夫すべき点について、またレポートについてのアドバイスも頂き大変参考になっ

た。指導課の先生からは司書教諭の役割についての説明があり、本校の図書館の充実した

あり方について改めて考えさせられた。 

図書館を活用した授業を実施するには、司書との連携や協力が重要なことを実感した。

早めに授業計画を立て協力体制を築くことが授業を成功させるカギであると思う。 

 

 
 
 
 
 



   



 
 



 

 

 



 
 

 
 


